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関東大震災は、今からちょうど 100 年前の大正 12 年

（1923 年）９月１日 11 時 58 分に発生した、マグニチュ

ード 7.9 と推定される大正関東地震によってもたらされ

た災害です。この地震により、埼玉県、千葉県、東京都、

神奈川県及び山梨県で震度６を観測したほか、広い範囲

で震度５から震度１を観測しました。震源の相模湾に近

い地域を中心に、強震、津波、土砂崩れ、火災、液状化

などによる被害が各地に及びました。特に、火災による

人的被害は甚大で、約 10 万５千人の死者・行方不明者の

うち、約９万人が火災によるものでした。これは、地震

発生時刻が昼食の時間と重なり、食事の準備のために多

くの家庭で火を使用していたこと等が原因であると考え

られます。 

消防庁では、災害を防ぐことはできなくても、備える

ことはできるという考えのもと、関東大震災の経験を活

かし、いつか来る災害に備えられるよう、国民一人ひと

りの防災意識の向上に加え、地震火災対策の重要性を周

知するための取組を行っています。「関東大震災から 100

年。学ぼう防災。守ろう命。」というキャッチフレーズを

掲げ、広報、イベント、セミナー、訓練などの分野で、

様々な取組を実施しています。 

まずは、広報として、８月にご紹介したとおり、消防

庁ホームページ内に「関東大震災 100 年」特設ページを

開設し、関東大震災の概要をはじめ、地震発生時に取る

べき行動についての啓発資料、地震火災対策の啓発資料、

自主防災組織や消防団等の防災に関する組織に関する情

報、火災旋風の実験映像等を掲載しています。また、関

東大震災 100 年関係のイベント等を行った際は、Ｘ（旧

Twitter）での情報発信を行っているほか、この「消防の

動き」も含めて、広報誌などにより周知啓発を行ってい

ます。 

消防庁単独での広報だけではなく、アニメ「め組の大

吾 救国のオレンジ」とタイアップし、関東大震災 100

年を伝えるポスターを作成しました。また、「め組の大吾 

救国のオレンジ」の声優３名とタイアップし、地震火災

対策にも効果的な、住宅用火災警報器の推進をテーマと

したポスターも作成しました。これらのポスターは全国

の消防本部等に配布され、人々が関東大震災 100 年に対

し、親しみやすい形で意識を向けることに貢献していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

イベントでは、令和５年８月２日及び３日に開催され

たこども霞が関見学デー（各府省庁等が連携し、所管の

業務説明や関連業務の展示等を行うことにより、子供た

ちに広く社会を知ってもらうこと、政府の施策に対する

理解を深めてもらうこと、活動参加を通じて親子の触れ

合いを深めてもらうことを目的としたイベント）で、関

東大震災 100 年に関するこども向けの啓発資料等を展示

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

関東大震災 100 年 消防庁の取組 

消防庁総務課 

アニメ「め組の大吾 救国のオレンジ」との 

タイアップポスター 
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今後も、９月の「老人の日」及び「敬老の日」の時

期に合わせ、高齢者やその家族に対して火災予防を促

す防火防災キャンペーンにおいて、地震火災を含む火

災予防対策についてリーフレットによる普及・啓発を

実施することや、防災推進国民大会（ぼうさいこくた

い）において公益財団法人日本消防協会が主催する関

東大震災をテーマとしたシンポジウム「横浜の関東大

震災体験、そして今後の災害対応」に協力団体として

参加するなど、イベントを活用した周知啓発を行って

いきます。 

 このほかにも、セミナーの機会をとらえた周知啓発

や、関東大震災100年を踏まえた訓練に参加するなど、

様々な形で取組を行っていく予定です。 

これらの取組を通じて、地震対策や地震火災対策な

ど、国民一人ひとりが命を守るためにできることにつ

いて、改めて考えるきっかけとなれば幸いです。 
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問合せ先 

 消防庁総務課企画係 

 TEL:03-5253-7506 

関東大震災 100 年の啓発資料 


